
 

 

 

様式第１号（第４条関係） 

令和６年  月  日 

 岡山県知事 殿 
 

郵 便 番 号 〒      －                 

住 所                                  

氏 名 
(法人にあっては、 

名称及び代表者氏名) 

(ふりがな)                              

                               

                               

電 話 番 号 

（日中連絡可能なもの。） 
     －     －      

 

 

稲わら有効利用促進事業補助金交付申請書兼実績報告書 
 
令和６年度において稲わら有効利用促進事業補助金の交付を受けたいので、岡山県

補助金等交付規則（昭和41年岡山県規則第56号）第４条の規定により、次のとおり申

請するとともに、同規則第13条の規定により、関係書類を添えて報告します。 

                   記               

1.稲わらを焼かず

にすき込む 

土地の所在地 

（別紙１のとおり） 

 合計面積 ①          ㎡ 

（小数点未満切捨） 

水張面積の合計（別紙１の

合計）を記載 
（水張面積＝水田面積－畦畔面積） 

2.購入資材等 
※対象 

令和６年度中に

支払いを行った

（行う）もの 

[名称] ☐ 石 灰 窒 素 [数] 

 

 

個・袋 ☐ その他 （          ） 
     

3.補助対象経費 ②          円 

（消費税を除く。） 

領収書等に記載の 

消費税を除いた金額 

4.補助金交付 

申 請 額 
③          円 

（百円未満切捨） 

いずれか低い額 

☐合計面積①×2.4  

☐補助対象経費②×1/2 

5.添付書類 
(1) 補助対象経費に係る領収書等の写し（購入資材名が分かるもの） 

(2) 誓約書（別紙２） 

 

 

（裏面有）  

(事務処理欄)岡山県環境管理課 記入欄 

受付 

番号 

 
受付日 令和  年  月  日 

□  有 

□  無 

記 載 例 

７００     ０８２４ 

９   ２０ 

あおぞら  はれお 

岡山市北区内山下２－４－６ 

青 空  晴 男 

  ０８０      △△△    ○○○ 

21,634 

１５ 
○○○ 

６５,１００ 

３２,５００ 

●合計面積①     ×2.４ ＝ ５１,９２２円 

●補助対象経費② ×1/2 ＝ 3２,550 円 
 

低い方の額３２,５５０円を採用 

→百円未満を切り捨てた 3２,５０0円が補助額 

✓ 

✓ 



（別紙１）

【令和６年度に稲わらを焼かずにすき込む土地の所在地・面積等】

今年度の
麦の播種の

予定

令和５年８月～
令和６年７月の
わらの野焼きの

実施

合計 0 m
2

（事務処理欄）　岡山県環境管理課　記入欄

氏名又は名称 全　　　枚目中　　　枚目

土地の所在地（地番）
岡山市南区、早島町又は
倉敷市の一部に限る

水張面積
（水田面積－
畦畔面積）

有　□ 稲わら　□有

麦わら　□有

□無無　□
m21

□ 岡山市南区

□ 倉敷市

□ 早島町

（大字）

（地番）

稲わら　□有

□ 倉敷市 麦わら　□有

（地番） 無　□□ 早島町 □無

2

□ 岡山市南区 （大字）

m2
有　□

稲わら　□有

□ 倉敷市 麦わら　□有

（地番） 無　□□ 早島町 □無

3

□ 岡山市南区 （大字）

m2
有　□

稲わら　□有

□ 倉敷市 麦わら　□有

（地番） 無　□□ 早島町 □無

4

□ 岡山市南区 （大字）

m2
有　□

稲わら　□有

□ 倉敷市 麦わら　□有

（地番） 無　□□ 早島町 □無

5

□ 岡山市南区 （大字）

m2
有　□

稲わら　□有

□ 倉敷市 麦わら　□有

（地番） 無　□□ 早島町 □無

6

□ 岡山市南区 （大字）

m2
有　□

稲わら　□有

□ 倉敷市 麦わら　□有

（地番） 無　□□ 早島町 □無

7

□ 岡山市南区 （大字）

m
2

有　□

稲わら　□有

□ 倉敷市 麦わら　□有

（地番） 無　□□ 早島町 □無

8

□ 岡山市南区 （大字）

m2
有　□

9

10

□ 岡山市南区 （大字）

m
2

□ 岡山市南区 （大字）

m2

受付日
受付
番号

令和　　年　　月　　日

有　□ 稲わら　□有

□ 倉敷市 麦わら　□有

（地番） 無　□□ 早島町 □無

 補足　記載欄が不足する場合は、本紙を複写してください。

 参考　1 ha＝100 a＝10,000 m2

有　□ 稲わら　□有

□ 倉敷市 麦わら　□有

（地番） 無　□□ 早島町 □無

青空 晴男

✓

✓

✓

該当の市町に✓を付けてく

ださい。

南区内尾

７３９－１

茶屋町

2087

前潟

３６０－１

13,071

5,541

3,022

１

✓

✓

✓

✓

✓

✓
✓

今年度の麦の播種の予定

に✓を付けてください。

令和５年８月から令和６年７月までに行った稲

・麦わらの焼却の有無に✓を付けてください。

昨年度に作付を行っていない場合は、無に✓

を付けてください。

１

21,634



 

 

 

（別紙２） 

誓 約 書 
 

 私又は当社若しくは当団体は、次のことを誓約いたします。 
 また、下記２に関し必要な場合は、貴県が岡山県警察本部に照会することを承諾し

ます。 

記 
 
１ 稲わらの有効利用等に関すること 

（１）稲わら有効利用促進事業補助金を充当して購入した稲わら分解促進剤は、稲わ

らの有効利用（土づくり）のために使用し、他の用途には使用しません。 

（２）申請した稲わら分解促進剤の購入費については、他の補助金の交付は受けてい

ません（受けません）。 

（３）環境と調和した農業を実践し、住民から応援される農業を目指します。 

 

２ 暴力団等との関連に関すること 

（１）私又は当社若しくは当団体の役員（暴力団員による不当な行為の防止等に関す

る法律（平成３年法律第77号）第９条第21号ロに規定する役員をいう。）は、次

に掲げる者のいずれにも該当しません。  

ア 暴力団員等（岡山県暴力団排除条例（平成22年岡山県条例第57号）第２条第

３号に規定する暴力団員等をいう。以下同じ。）に該当する者 
イ 暴力団（岡山県暴力団排除条例第２条第１号に規定する暴力団をいう。以下

同じ。）又は暴力団員等の統制下にある者 
ウ 暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有している者 

（２）上記（１）の各号に掲げる者は、私又は当社若しくは当団体の経営に実質的に

関与していません。 
 
   令和６年   月    日 
 
  岡山県知事         殿 
 

（住    所）                       

（氏    名）                       

(法人にあっては、名称及び代表者氏名) 

 
  裏面もご確認ください。 

９   ２０ 

岡山市北区内山下２－４－６ 

青 空  晴 男 



 

 

 

 

 

 

 

 

（参 考） 
   岡山県暴力団排除条例（平成22年岡山県条例第57号）（抄） 
 （定義）  
第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定め

るところによる。 
 (1) 暴力団 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７

７号。以下「法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。 
 (2) 暴力団員 法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。 
 (3) 暴力団員等 暴力団員又は暴力団員でなくなった日から五年を経過しない者を

いう。 
 (4)～(6)略 
   暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）（抄） 
 （定義）  
第２条 この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定め

るところによる。  
 (1) 略 
 (2) 暴力団 その団体の構成員（その団体の構成団体の構成員を含む。）が集団的に

又は常習的に暴力的不法行為等を行うことを助長するおそれがある団体をいう。 
 (3)～(5)略 
 (6) 暴力団員 暴力団の構成員をいう。 
  (7)・(8)略 
 （暴力的要求行為の禁止）  
第９条  指定暴力団等の暴力団員（以下「指定暴力団員」という。）は、その者の所

属する指定暴力団等又はその系列上位指定暴力団等（当該指定暴力団等と上方連結
（指定暴力団等が他の指定暴力団等の構成団体となり、又は指定暴力団等の代表者
等が他の指定暴力団等の暴力団員となっている関係をいう。）をすることにより順次
関連している各指定暴力団等をいう。第１２条の３及び第１２条の５において同
じ。）の威力を示して次に掲げる行為をしてはならない。 

(1)～(20)略 
(21) 行政庁に対し、自己若しくは次に掲げる者（以下この条において「自己の関係者」

という。）がした許認可等（行政手続法（平成５年法律第８８号）第２条第３号に規
定する許認可等をいう。以下この号及び次号において同じ。）に係る申請（同条第３
号 に規定する申請をいう。次号において同じ。）が法令（同条第１号に規定する法
令をいう。以下この号及び次号において同じ。）に定められた許認可等の要件に該当
しないにもかかわらず、当該許認可等をすることを要求し、又は自己若しくは自己の
関係者について法令に定められた不利益処分（行政庁が、法令に基づき、特定の者を
名あて人として、直接に、これに義務を課し、又はその権利を制限する処分をいう。
以下この号及び次号において同じ。）の要件に該当する事由があるにもかかわらず、
当該不利益処分をしないことを要求すること。 

イ 略 
ロ 法人その他の団体であって、自己がその役員（業務を執行する社員、取締役、執行

役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧問その他いかなる名称を有する者である
かを問わず、当該団体に対し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ず
る者と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含む。）となっているもの 

ハ 略 
(22)～(27)略 

 

 

 

  

裏面 



 

 

 

様式第４号（第６条関係） 

令和  年  月  日 

 岡山県知事 殿 
 

住 所                  

氏 名 
 (法人にあっては、 

名称及び代表者氏名) 

(ふりがな)                     

               

               
○印  

電 話 番 号 

（日中連絡可能なもの。） 
     －    －      

 

 

稲わら有効利用促進事業補助金請求書 
 
 令和  年  月  日付け、岡山県指令    第   号で補助金の額の確定

通知があった稲わら有効利用促進事業補助金の支払を受けたいので、稲わら有効利用

促進事業補助金交付要綱第６条の規定により、次のとおり請求します。 

 

記 

 

請求額   金       円 

 

 

 

なお、稲わら有効利用促進事業補助金を下記の口座に振り込んでください。 

金融機関名 
               銀行・信用金庫 

農業協同組合 

        支所・出張所 
本店・支店 

預金種別 普通  当座  貯蓄 口座番号               

 

口座名義 

※ 

(フリガナ)                    

                      

                      

※申請者と同一名義の口座に限る。 

 

※個人は認印可。法人は代表者印を必ず押印してください。 

捨
印 

(事務処理欄) 

●個人  認印可    

  ●法人 代表者印 

 

 

岡山市北区内山下２－４－６ 

６  １０   ８ 

あおぞら  はれお 

青 空  晴 男 

  ０８０   △△△   ○○○ 

６  １０   ４ 〇〇 △△ 

３２，５００ 

晴れの国 ブルースカイ 

１２３４５６７８９ 

青 空  晴 男 

アオゾラ  ハレオ 


